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高校生の進学意識調査結果

 

 

 進路情報研究センターは、株式会社ライセンスアカデミー（本社：東京都新宿区）のシ

ンクタンクとして、進学・就職等教育に関わる最新情報を発信しています。

この度、3 千人近くの高校生を対象に、進学に関わる意識調査を行いました。「大学を選

ぶ際に重視するポイント」「進路の相談相手」「勉強時間、スマートフォン利用時間」な

どを明らかにしています。

●調査対象・方法

ライセンスアカデミーでは、2015 年の 3月から 7月に「大学入試入学説明会」を全国で

開催した。 

 そのうち 33 会場において、参加した高校生を対象に意識調査を実施。調査は質問紙によ

るもので、会場で配布しその場で回収した。 

 なお、本調査は 2014 年から実施している。前年も同時期に質問紙を配布・回収し、それ

に基づき報告書を作成している。 

●回答者属性

・回答数 2941 件 

（以下、属性判明分だけを列記） 

・学年 １年生 63 人、２年生 691 人、３年生 1730 人、４年生 4人 

・設置者別学校種 公立 930 人、私立 1478 人、国立 35 人 

・高校タイプ 共学校 2170 人、女子校 275 人、男子校 55 人 

・志望系統 文系 1187 人、理系 700 人、その他 297 人、未定 234 人 

進路に悩んだときは、まず「母親」に相談。 

スマホ・ケータイの利用時間は、平日１時間、休日２時間。

〈プレスリリース〉
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「複数回答可」の設問集計について 

「複数回答可」で尋ねた設問は、「選択肢」ごとに集計をした。報告書中にある割合（パ

ーセント）は、「選択肢を回答した数」を「該当母集団の数」で除した数値になっている。 

例：ある選択肢について、全回答者 2941 人のうち 1400 人が回答した場合は「1400÷2941

≒0.476」で 48％。同様に、3年 1730 人のうち 80 人が回答した場合は「80÷1730≒0.046」

で 5％と算出される。 

調査結果のポイント 

●相談される内容は、「学部・学科の特色」と「入試方式」が中心

「留学制度」への関心は順位が低いものの、５ポイント増の 10％で前年調査の倍の数値を

示した。

●大学を選ぶポイントは、「学びの内容」「就職率の高さ」

上記のほか、「取得資格・免許」「大学の様子・雰囲気」も重視されている。一方で、「サー

クル」「歴史・伝統」については、大学選びのポイントにはなりにくいようだ。

●進路に悩んだときは、まず「母親」、次ぎに「担任の先生」

３年生になると、他の相談者の割合が増える。また、「ＳＮＳで知り合った人」に尋ねるケ

ースは少ない。

●「オープンキャンパス」と「大学のパンフレット」が、大学選びの情報源

３位「大学の Web サイト」への注目も高まった。全回答者の 35％が情報源として挙げ、前

年よりも 18 ポイント高い数値になった。 

●３年生、休日のスマートフォン・ケータイの利用時間は、２時間台が最多

６時間以上のヘビーユーザーが 11％存在。なお、勉強時間も２時間台が最多で、勉強時間

ゼロが８％存在している。
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Ｑ　本説明会では、どのようなことを相談したか？　（複数回答可）
●総計

●学年別集計
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７割近くが「学部・学科の特色」を、半数以上が「入試方式」について尋ねている。そこから約20

ポイントの差が開き、「オープンキャンパス情報」「大学での勉強」が続く。後者はカリキュラムや

単位といった「大学ならではの学び方」が含まれると推測できる。「その他」には自由回答欄を設け

たが、「クラブ活動」「アパート情報」「小論文対策」などの記入が見受けられた。

本調査は前年にも実施している。その結果と比較すると、「就職情報」が８ポイント、「留学制

度」が５ポイントとそれぞれ上昇している。後者は、いわゆるグローバル化への関心の高まりだと考

えられる。その一方で、「大学での勉強」は６ポイント下降した。

続いて、学年別に再集計した結果を取り上げる。なお、「総計（全体での集計）」との比較を容易

にするため、「総計」は紫色の折れ線で示した（以下同様）。

「１年」は、全体的に他学年よりも低い数値になっている。逆に、「３年」は全体的に数値が高

く、つまり高い相談意欲が伺える。とりわけ「入試方式」では「２年」より17ポイント高い。「２

年」は１、３年の中間的な傾向を示すが、「学費や奨学金」への関心は高い。学年ごとに求められる

情報が大きく異なることが分かる。
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Ｑ　大学・短大を選ぶ際、次の項目についてどの程度重視するか？（無回答は集計せず）
●総計

「就職率の高さ」「学びの内容」が、非常に重視されていることが分かる。「とても

重視」50％程度という指標に注目すれば、５位「学費」「入試内容」までが学校選びの

ポイントになっていると考えられる。「偏差値」は、上位６項目ほどは重視されていな

い。

「歴史・伝統」は、「とても重視」「重視」合算でも32％で、受験校選びの指針には

なりにくいようだ。「サークル」についても同じ傾向にある。

前年の結果と大きく傾向は変わらないが、「とても重視」では、「学びの内容」「取

得資格・免許」が３～４ポイントアップ。また、前年は「在学生の様子・雰囲気」とし

て、本年は「大学の様子・雰囲気」として質問した項目は、８ポイントアップした。
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Ｑ　志望校の決定時期、決定予定時期は？（無回答は集計せず）
○決定者の決定時期　※学年、時期ともに回答した953人分を表集計

○未決定者の決定予定時期
　※学年、時期ともに回答した1283人分を表集計

決定者は953人。未決定者は1283人

であった。本相談会参加者の多くは、

「決めよう」という意思を持って来場

したと考えられる。参加者の多い、３

年に限ると、決定824人、未決定742人

で、未決定の割合は小さくない。

学年ごとに、「決定した時期」およ

び「決定予定の時期」の両判明者のみ

を集約したのが本表である。

「決定者の決定時期」について、３

年の場合、多くが前の学年の秋か冬に

決定している。しかし、３年生におい

て、同学年の１学期までずれ込んでい

る生徒も824人中212人（26％）存在す

る。

「未決定者の決定予定時期」の表か

らは、２年生がその学年の間に決めよ

うとする傾向が伺える。また、３年生

は１学期中に決めようとする生徒が

742人中の３分の２を占め、本相談会

はその一助になっている。ただ、３分

の１は夏休み後に持ちこすことが分か

る。夏休み中のオープンキャンパスを

参考にしたいと考えているようだ。

1年 2年 3年
1年（時期不明） 2
1年1学期 5 27 37
1年2学期 31 41
1年3学期 1 37 23
1年後期 2
1年前期 1
2年（時期不明） 4
2年1学期 25 74
2年2学期 176
2年3学期 242
2年後期 6
2年前期 1 4
3年（時期不明） 2
3年1学期 212

6 123 824

決定時期

回答者の学年

学年計

1年 2年 3年
1年（時期不明）
1年1学期 1
1年2学期
1年3学期 4
2年（時期不明） 5
2年1学期 7 14
2年2学期 11 132
2年3学期 14 216
2年後期 9
2年前期 2
3年（時期不明） 2 11
3年1学期 7 91 446
3年2学期 2 17 256
3年3学期 1 2 8
3年後期 2
3年前期 4 19

47 494 742学年計

決定時期

回答者の学年
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Ｑ　進路に悩んだ時は誰に相談するか／相談したか？　（複数回答可）
●総計

●学年別集計
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72％が「母親」を、56％が「担任の先生」を挙げた。次に約20ポイントの差を付けて、

30％台で「父親」「友人」「進路の先生」が並ぶ。スマートフォンなど情報機器の普及は

著しいが、「フェイスブック等ＳＮＳで知り合った人」に尋ねるケースは少ないことが分

かる。

前年結果と比べると、各選択肢とも２～８でポイントも数値が上昇している。相談する

相手が増えたと推察できる。ただし、「進路の先生」だけは２ポイント下降している。ま

た、「父親」と「友人」の順位が逆転した。

「他の家族や親族」には「祖父母」が、「その他」には「部活の先生」などが挙げられ

ている。

「学年別」に見ると、「１年」が他の学年よりも全体的に数値が高い。相談相手がより

多岐にわたっていると推察できる。
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Ｑ　大学・短大はどのような情報源から選ぶか？（複数回答可）
●総計

●学年別集計
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「オープンキャンパス」と「大学のパンフレット」が、他を大きく引き離している。４、

５位には、「ガイダンス」と総称される「高校で聞いた大学担当者からの説明」および「校

外の会場で実施する入試説明会」が位置する。担当者からの「生の声」は受験生に説得力を

持って届いていると考えられる。

「大学のWebサイト」は、前年結果よりも18ポイントもアップした。紙のパンフレットを

廃止し、Webに全面移行する大学もある中で、今後の推移が注目される。また、「担任の先

生の話」「受験情報誌」「先輩の話」も、８～11ポイントの間でアップしている。

「１年」は他の学年よりも数値が高く、つまり、選ぶ情報源の種類が多い。情報収集意欲

の高さが伺える。「校外の会場で実施する入試説明会」「担任の先生の話」は２、３年と比

べて10ポイントも高く、１年生が信用している情報源になっていることが分かる。

10



Ｑ　オープンキャンパスに行った際、次の項目についてどの程度重視するか？
（無回答は集計せず）
●総計

「入試情報」「大学の様子・雰囲気」「施設・設備」が、重視ポイントの「ベスト

３」と言えよう。

２位の「大学の様子・雰囲気」だが、オープンキャンパスは「雰囲気」が味わえる数

少ない機会になっている。同様に、３位の「施設・設備」についても、パンフレットや

Webサイトでは理解しづらいため、現地で実見したい希望が強いと考えられる。

一方で、「担当者との相談」「学生との相談」の比重は、それほど高くない。関係者

と話せる貴重な機会であるだけに、残念な結果と言えよう。

なお、本設問は前年とほぼ同じ結果を示した。
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Ｑ　１日の自宅学習時間は？
（３年生のみ集計、無回答は除外）
●総計　【平日】全1591人　【休日】全1523人
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【平日】

勉強時間ゼロ

1～59分

1時間台

2時間台

3時間台

4時間台

5時間台

6時間台

7時間台

8時間台以上

【休日】

勉強時間ゼロ

1～59分

1時間台

2時間台

3時間台

4時間台

5時間台

6時間台

7時間台

8時間台

9時間台以上

平日は「１時間台」が最

多で、571人（全1591人中

36％）。休日はそれより１

時間増の「２時間台」が多

く、341人（全1523人中

22％）。

気になるのは、「勉強時

間ゼロ」の存在で、平日は

129人、休日は115人に達す

る。割合だといずれも８％

となる。

勉強時間の最長は、平日

12時間、休日18時間だっ

た。

難関大（有名大）を志望

する生徒ならば、３～４時

間の自宅学習時間は必要で

あろう。

なお、２年生においても

同様の集計を行っている。

平日は「１時間台」が最多

で40％、休日は「２時間

台」が最多で25％。「勉強

時間ゼロ」については、平

日、休日ともに８％。

以上のように、３年生と

非常に類似した傾向を示し

ている。学年間に違いが見

いだせなかったのは、予想

外だった。
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Ｑ　１日のスマートフォン、ケータイの利用時間は？
（３年生のみ集計、無回答は除外）
●総計　【平日】全1526人　【休日】全1464人

25

166

517

413

207

75

55

22

6

7

3

12

1

8

9

21

67

258

375

315

153

116

60

16

23

6

20

1

17

16

0 100 200 300 400 500 600

【平日】

利用時間ゼロ

1～59分

1時間台

2時間台

3時間台

4時間台

5時間台

6時間台

7時間台

8時間台

9時間台

10時間台

11時間台

12時間台

13時間台以上

【休日】

利用時間ゼロ

1～59分

1時間台

2時間台

3時間台

4時間台

5時間台

6時間台

7時間台

8時間台

9時間台

10時間台

11時間台

12時間台

13時間台以上

最も多いのは、平日は

「１時間台」で517人（全

1526人中34％）、休日は

「２時間台」で375人（全

1464人中26％）。平日、休

日とも、勉強時間と同じと

ころにピークが表れてい

る。

また、「６時間」以上使

用のヘビーユーザーが存在

し、平日68人・４％、休日

159人・11％となってい

る。

２年生についても同様の

集計を行っているが、３年

生と非常に類似した傾向を

示し、こちらも学年間に明

確な違いはなかった。
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